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このほかにも不明な点などがありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

※1 令和5年度からの保険証と70～74歳の方に交付される高齢受給者証の一体化に向けて準備を進めてい

  るため、令和4年度の保険証の有効期間は、令和4年4月1日から令和5年7月31日となっています。

※2 国民健康保険の時に口座振替をしていても、後期高齢者医療保険に加入後は再度の口座振替の手続きが

  必要です。

～ 国民健康保険と後期高齢者医療保険の違いについて ～
 「後期高齢者医療保険」は、平成20年4月から開始された制度です。「国民健康保険」と同じ医

療保険ですが、仕組みが異なります。制度の主な違いについて以下の表で説明します。

【制度の主な違い】

後期高齢者医療保険国民健康保険

被保険者

・75歳未満で、ほかの健康保険に加入さ

れていない方

・75歳以上の方

・65歳以上75歳未満で、障害認定の申

請により加入した方

保険料

※国保は保険税

平等割＋均等割＋所得割＋資産割を世帯

単位で計算し、世帯主に課税されます。

被保険者個人ごとに、均等割＋所得割を計

算します。

保険料の納め方

特別徴収（年金天引き）

以下の条件が揃っている世帯主が対象です。

・世帯の国保加入者が全員65歳以上

・年金が年18万円以上

・特別徴収されている介護保険料と国保

税が年金の1/2を超えない場合

普通徴収（年金天引きとならない場合）

　①金融機関などの窓口で納付

　②口座振替�

特別徴収（年金天引き）

年金が年18万円以上で、介護保険料と後

期高齢者医療保険料が年金の1/2を超え

ない方が対象です。

普通徴収（年金天引きとならない場合）

①金融機関などの窓口で納付

②口座振替　※2

手続き

加入

・ほかの市町村から転入した時

・ほかの健康保険が切れた時

・出生した時

・生活保護を受けなくなった時

脱退

・ほかの市町村へ転出した時

・ほかの健康保険に加入した時

・生活保護を受け始めた時

75歳の誕生日から自動的に被保険者に

なり、届出は不要です。

手続きが必要な時

・ほかの市町村から転入

・ほかの市町村へ転出

・生活保護を受け始めた時

・生活保護を受けなくなった時

・75歳未満で障害認定による加入を希

望する時

保険証の期限 令和4年4月1日～令和5年7月31日※1 令和4年8月1日～令和5年7月31日

限度額認定証の期限
8月1日～翌年7月31日

年ごとに申請が必要です。

8月1日～翌年7月31日

年ごとの申請が省略される場合があります。

自己負担額 年齢や所得に応じて2割または3割 所得に応じて1割または2割または3割
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